
１．はじめに

岩盤切削機とは、胴体中央部の切削用回転ドラム

の外周面に螺旋状に並べられた切削ビットで、２．５

mの幅で連続的に岩盤を破砕する機械である。低

騒音・低振動で掘削能力の高いことが特長で、広い

範囲を一度に切削できるため面切削機と呼ばれるこ

ともある。岩盤切削機の掘削機構を図―１に示す。

用途としては、周辺環境に配慮した施工方法が求

められる、市街地や重要構造物に近接した場所での

岩盤の掘削工事である。

しかし、岩盤切削機は１３３tの総重量である為、

８台のトレーラーに分解された状態で各現場に運搬

を行い、また搬入後には組立作業が必要になる。さ

らに機械の構造上、組立１日目には大型クレーン

（１２０t）２台を使用して作業を行う必要がある。そ

して、クレーン本体も分解して運搬し、組立も搬入

前日に行う為、ヤードの事前準備も含めて掘削開始

までに１０日前後の準備期間が必要であった。

２．現場における課題・問題点
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岩盤切削機の組立時は約５３０m２（１３．７m×３８．５

m）のヤードと、更に大型クレーンの組立・解体に

は約２７０m２（１２．０m×２２．０m）が必要であり、組立

ヤードとしては最小で約６５０m２の平坦な場所を確保

しなければならない。この為、市街地等の狭い場所

では、組立ヤードの制約条件が岩盤切削機工法の採

用に影響することもある。

当現場においても、機械搬入時の平面図（図―２）、

大型クレーンの組立・解体平面図（図―３）に示す

とおり、岩盤切削機搬入に伴うヤードが非常に広く

必要で、準備作業も含めた組立費用が高くなってい

るのが現状であった。
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図―１ 岩盤切削機掘削機構
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したがって、組立・解体の工程短縮、ヤードの縮

小化・コスト縮減をすることは緊急の課題であった。

当現場における事前準備から組立完了までの工程表

を表―１に示す。

このように大型クレーンの組立から掘削開始まで

に１０日間を費やし、大型クレーンを使用する荷卸し

だけでも大きな費用が必要であった。これらの課題

の問題解決項目を以下に示す。

� 大型クレーンを使用せずに約５３t（本体、エン

ジン、リアユニット）をトレーラーから降ろす検

討リアクローラーのピンが組立工程の途中で組込

める方法の検討

� 市街地等の狭い施工箇所にも対応するため、組

立ヤードをより狭くする検討

３．対応策・工夫・改良点

過去の現場において、組立１日目に１２０tクレー

ンよりも大きなクレーン１台での施工を行ったが、

クローラーピンを合わせる微妙な調整が難しく、通

常より日程が長くなり、結果として費用が増加して、

クレーンでの荷卸しではこれらの課題を解決するこ

とに問題があると判断した。そこで機械本体に４本

のシリンダーを取付けて、ヤードが狭くても荷卸し

が可能で、各シリンダーが独立して動けば、現場の

微妙な勾配でも水平を保つことが可能になり、組立

が容易になることに着目した。当初、機械本体に直

接シリンダーを取付けることを考えたが、取付け箇

所の問題と他機への汎用性・輸送時の安全面から本

体に取り外し可能なH形鋼（荷台幅）を事前に取

り付け、その部材にシリンダーを設置する方法

（SMLU装置）を採用した。構造図（図―４）にH

形鋼取付けを図―５に示す。

ただし、シリンダー装置の運搬用に１０tトラック

が１台必要となった。

表―１ 工程表（大型クレーン使用時）

図―２ 岩盤切削機搬入

図―３ 大型クレーン組立・解体

図―４ SMLU装置構造図
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現場での施工上の確実性を得る為に、工場での試

験施工を実施して、トレーラーと各シリンダーのク

リアランスを測定し、機械の積込・荷降ろし・運搬

の安全性を確認することができたが、シリンダー上

昇時に、本体下部とトレーラー上部のクリアランス

が少ない点と前後のシリンダー間の勾配は２％以下

にしなければならない問題点が判明した。

試験施工状況を写真―１に示す。

当現場においては、組立ヤードの縦断勾配が約

７％であった為、事前に盛土を行い平坦にした。盛

土状況を写真―２に示す。

今回、現場での SMLU装置を使用した荷卸しが

初めてであり、安全性を考慮して盛土全面を入念に

締め固めて鉄板を設置し、さらに本体下部とトレー

ラー上部のクリアランスを増加させる為、高さ４０cm

の架台を事前に製作して、本体の荷卸しを行った。

荷卸し状況を写真―３に示す。

SMLU装置での荷卸しの結果、組立ヤードの面

積は大型クレーンを使用する場合と比べて約３分の

２の約４２５m２（１２．５m×３４．０m）となった。当現場

における機械搬入時の平面図を図―６に示す。

また、現場での微妙な勾配に対してもシリンダー

４本が機能して、リアクローラーのピンを組立途中

に取り付けることができた。

次に SMLU装置における組立完了までの工程表

を表―２に、SMLU装置と大型クレーンの工法比較

表を表―３に示す。

図―５ H形鋼取付け

写真―３ 荷卸し状況

写真―１ 試験施工状況

図―６ 岩盤切削機組立（SMLU装置）

写真―２ 盛土状況
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４．おわりに

今回、岩盤切削機をシリンダー装置によって荷卸

しすることができたのは、事前に十分な調査と検討

を行い、製作途中での立会いを経た結果が実を結ん

だものである。また、これにより、コストダウンに

も繋がったと評価している。

しかし、組立日数においては１日しか短縮されず、

SMLU装置による組立作業の標準化を早急に確立

していくことが、今後の課題である。

表―２ 工程表（SMLU装置使用時）

表―３ 工法比較表
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